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資金流出事案の発生に関するお知らせ 
 
当社において、資金流出事案が発生いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．事案の経緯及び概要 
 

2026年3月19日、当社が使用するビジネスチャット上において、当社役職員を装った第三

者による不正な送金指示が行われ、当社の従来のルール・プロセスに則りつつ、当該指示に

基づき、当社口座より外部口座へ資金の振込が実行されました。  
 
その後、まもなく、当社において、当該指示の真正性に疑義が生じたことから、事実確認

等を行った結果、第三者による不正行為の可能性が高い事案であると認識いたしました。 
 
２．被害の状況 

 
当社において、上記不正な指示に基づき、2026年3月19日、当社口座より外部口座へ9,600

万円の振込が実行され、資金流出が発生しております。 
当社は、直ちに、金融機関に連絡し、組戻し依頼を行うとともに、所轄警察署に相談し、

被害届を提出するなど、関係機関並びに外部専門家への相談等を実施しておりますが、現時

点において、回収は極めて困難な状況であると考えております。 
 

３．原因 
 
当社では振込送金に関する社内ルール・プロセスを整備しておりましたが、今般のビジ

ネスチャットを用いた巧妙ななりすまし指示に対し、既存のルールが実効的に機能しな

かったこと、およびチャットツールと振込実行プロセスの連携における真正性確認が不

十分であったことが本件の発生につながったと考えております。 
 

 
４．今後の対応 
 
当社は、本件を厳粛に受け止め、即時に以下の対応を進めております。なお、当社は、本

件発生前に、従前の資金管理・送金承認プロセスの見直しに着手していたところですが、当

該プロセスの見直し過程において本件が発生してしまったものであり、従前の運用の課題を

抜本的に改善すべく、努めてまいります。 
 
・外部専門家を交えた事実関係の詳細な調査および原因の究明 
・グループ全体のセキュリティ基準および財務ガバナンスの抜本的見直し 

 
５．業績への影響 

 
現時点では、上記の資金流出額を基礎として、特別損失が計上される可能性が高いと見込

んでおりますが、最終的な損失額並びに本件による当社業績への影響については、現在精査

中です。 
今後、開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。この度は株主の皆

様をはじめ多くの皆様にご迷惑およびご心配をおかけし、また会社の財産を防御できな 

かったことについて、深くお詫び申し上げます。 
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